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¥学¥科¥コ¥ーn¥ス・% ¥¥ ¥ 
人数と横割合
全体 初等 中等
117 82 35 
全体
100.0% 70.1% 29.9% 
16 16 。
乳幼児発達コース
100.0% 100.0% 0.0% 
58 51 7 
児童発達コース
100.0% 87.9% 12.1% 
40 12 28 
基礎学専攻
100.0% 30.0% 70.0% 
3 3 。
文化学科
100.0% 100.0% 0.0% 
表3は、回答者117名の中で「道徳教育指導法(初等)J と「道徳教育指導法(中等)J を
受講している学生の学科・コース別の割合をー欄表にまとめたものである。「道徳教育指導法
(初等)J を受講している学生 82名の中では、児童発達コースが58名 (49.6%)、基礎学専






¥ ¥¥学科¥割¥合¥¥¥ ¥ 
人数と縦割合
全体 初等 中等
117 82 35 
全体
100% 100% 100% 
16 16 O 
乳幼児発達コース
13. 7% 19.5% O 
58 51 7 
児童発達コース
49.6% 62.2% 20% 
40 12 28 
基礎学専攻
34.2% 14.6% 80% 
3 3 。
文化学科
2.56% 3.66% 0% 
(3)進路先希望
回答者 117名の進路先希望をまとめたものが表4である。発達学科(初等)学生の進路先











2幼稚園 9 2 
3小学桂 40 1I 
4中学控 1 1 
5高等学控 4 8 
6特別主撞学桂 13 2 
7子ども闘係の施設 。 。
8公酷貝 2 1 
9民閉会社 o 4 
lO・曹糟 。 1 
Ll批食・販売などのサービス業 2 o 
12賓絡が生かせる仕凄 2 5 
合計人数 82 35 
.初等:n=田 .中等 n=35 



















-初等 n=位 圃中等:n=35 

















九州女子大学紀要 1¥50巻2号 75 
表5 クロス集針(noBl)
1明 2のん 3気分 4気 るユ 6タ 7慣 8 !土9倒 10目立
家数名
配り Jl 交的 性的 ちたがりるb、 lJり や そア -ー，レ
1明るい 42 18 19 7 7 3 4 17 10 5 
2のんびり 18 38 22 3 6 s s 6 8 5 
3気分や 19 22 " 7 8 3 3 12 7 6 4気風り 7 3 7 l~ 4 i z 5 2 2 
Eユーモア 7 s 8 4 12 4 z 5 5 2 
6クー ル 3 3 3 1 4 7 2 3 。
7慎重 4 5 3 2 2 2 13 2 2 1 
8社支的 17 6 12 5 5 1 2 20 5 3 
9側性的 10 8 7 2 5 3 2 5 15 4 









②のんびり O.曲 1337 1.回4802
母耳気分や -0.51446 。晶450152
@気記り -0.50577 1ー.98435 
⑤ユーモア 0.33明日 -0.93242 
骨タール 1.378374 -1.冊'81
⑦慎重 3日8日4 -0.剖145
@社主的 -0.田248 -0.9127 
⑨個性的 -0.旧国3 -0.31427 
⑩自立ちたがり -0.'却16 0.031副5
























































九州女子大学紀要 第50巻2号 77 
(pく0.000)。表7に「のんびり」の、表8に「目立ちたがり」の検定結果をまとめた。
表7 のんびりな性格」の検定結果
初等スコア 中等スコア 平均値の差 P値
n82 n35 
平均値 0.452 0.750 0.298 PO.000<0.05 
標準偏差 0.501 0.826 有意差あり
表8 「目立ちたがりな性格」の検定結果
初等スコア 中等スコア 平均値の差 Pイ直
n82 n35 
平均値 0.095 0.028 0.067 PO.000<0.05 







満足で やや満足 あまり満足で 満足でき
きた できた きなかった なかった
明るい 31先 62覧 7% 0覧 100% 
のんびり 22免 73% 5% 0九 100偽
気分や 21覧 77覧 2覧 0覧 100% 
気配り 31% 69% 0% 0九 100明
ユーモア 42免 58覧 0覧 0覧 100% 
クー ノレ 29'話 57% 14見 0免 100% 
慎重 31覧 69覧 0覧 0覧 100% 
社交的 35% 65% 0% 0免 100'見
個性的 13% 80% 7覧 0覧 100% 





捜量に f欄足できたJの割合間商い上位3項目は. rュー壬アJ(42%). r社交的J(35%). 
r明るいJ(31%)であった.
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次に.グループ酎荷量メンノてー と担聾における務E度との聞係を欄ぺたものが固 13(初等). 
園 14(中等)である.






図 13と図 14からは、国費に『櫛毘できむと 「やや揖足できた」と回笹した学会主の割合
は遭うものの.グループ酎論メンバーの構成には、それほど茸にかけていないことが分かった.
.1満足できた 02やや測足できた 3あまり情足できなかった 04鴻足できなかった





.1満足できた .2やや満足できた 3あまり測足できなかった .4測是できなかった




















.1櫛足できた .2やや満是できた 3あまり満足できなかった .4満足できなかった





























































。% 20% '0% '" 
表 10 指導業と柵E度の度量
よそ竺¥1演足 2やや湯里 3あまり漢Eできた できた でき，.かった
1世立つ{初等} 担 51 3 
1世立つ(中等} 12 18 2 
2世立た怠い(初等) 。 o 。
2役立た怠い(中等) 。 。 。
3どちらでもなl.¥(1、専) 。 4 








































九州女子大学記要 筋50巻2号 '7 
表 11 指導案作成協誼と櫛u
調足度 1満足 2やや測 3あまり 4醐且で




i必屡である(靭等) 17 )， 3 。 " 
i必要である(小劇 10 1. 2 o " 
2必援でない(初等) 2 5 。 】 a 
2必国でない{中等) 3 。 o • 3どちらでもない(初等) 1 a 13 




きたJfJt 25%". rやや構足できたJが69%であり.中等では 「前足できたJが36%.rやや構
Eできた」が56%であった.初等も中等も共に担量の掴足度に関して隠曾定的評価であった.
1満足できた 捕同=二















































問1 あなたの学年は? ①3年 ②4年
間2 あなたの学科は?
①乳幼児発達コース ②児童発達コース ③基礎学 ④文化学科
問3 あなたの進路先希望は? (0は一つ)
①保育園 ②幼稚園 ③小学校 ④中学校 ⑤高等学校 ⑥特別支援学校
⑦子ども関係の施設 ⑧公務員 ⑨民間会社 ⑩事務職
⑪飲食・販売などのサービス業 ⑫資格が生かせる仕事
問4 あなたの性格は? (0はいくつでも)
①明るい ②のんびり ③気分や ④気配り ⑤ユーモア ⑥クール ⑦慎重
⑧社交的 ⑨個性的 ⑩目立ちたがり
問5 授業でよかったのは? (0はいくつでも)
















①満足できた ②やや満足できた ③あまり満足できなかった ④満足できなかった
90 道徳教育指導法の授業アンケート分析 (}I[野)
Questionnaire Analysis method of teaching moral education c1ases 
Tsukasa KA WANO 
Department of Education and psychology， Faculty of 
Humanities， Kyushu Women's University 
1-1 Jiyugaoka Yahatanishiku， Kitakyushushi Fukuoka 807-8586 Japan 
Abstract 
Are summarized in the survey "method of teaching moral education (Primary and 
secondary)" c1ass for the previous fiscal year FY 2012， teaching students how to 
recognize whether or not the moral. In c1ass， "When you are satisfied" is 25%， in出e
primary wasもomewhatsatisfied" is 69%， inthe secondary wasもatisfactory"is 36%， is
もomewhatsatisfied" was 56%. Satisfaction with respect加 teachingwas also evaluated 
positively both primary and secondary as well. "Also ingenuity of the draft guidance 
that was created" in仕leprimary is 50 percent， "moral and c1assroom activities" is 42%， 
subject c1ass of the top血ree"could be satisfied"，出e"consu1tation group and a draft 
guidance" is 35% There was. "Questioning of morality" in the secondary level is 80%， 
"The role of moral teacher education promotion" is 75%， "presentation of血edraft 
guidance出atwas created" was 63%. That the discussion group in the first half， but 
went to a lecture-style teaching the second half， we will be in仕leform of whole c1ass 
discussion the second half is a problem. 
